
 

 

 

 

 

○ 令和２年度学校評価結果 
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３　自己評価結果

①教育目標の設定 教育方針・理念の理解 4

全職員の参画

学校の現状を踏まえた教育課程の編成

個に応じた学習指導

「わかる授業」の推進

学習形態の工夫・改善

評価・評定の客観性、信頼性の確保

評価に基づく指導

①道徳の時間 道徳の時間の充実 4

②体験を通した道徳 体験に根ざした道徳性の育成 4 4

③社会規範の育成 社会のルールやマナーの育成 4

①魅力ある学校行事 児童にとって魅力ある学校行事へ 4

②主体的活動 児童の主体的な活動への支援 4 4

③進路指導 勤労観、職業観を身につける取り組み 4

①組織的な生徒指導 生徒指導体制の整備 4

②教育相談・生徒理解
教育相談等への対応

生徒理解のための対応
4

③安全指導 交通安全、学校生活での事故防止 4

④基本的生活習慣 規範意識の向上に向けた指導 4

①学校経営目標・方針 学校目標達成のための明確な方針 4

②校務分掌等の連携 校務分掌、学年との連携 3

③個人情報の収集・保護・管理 個人情報の保護 4

①学校情報の発信 ホームページの整備、学校だより等の 4

②学校（授業）公開 地域への公開、参観授業の実施 3

③家庭・地域との連携 家庭との連絡 3

①施設・設備の利用 施設、設備の効果的な利用 4

日常的な点検や管理

学校教育環境の充実のための取組

４　自己評価における特記事項

中項目 小項目 具体的評価項目
目標の達成状況・

取組状況
小項目の

評価

中項目の

評価

評価結果の考察
（取組の適切さ）

課 題・改 善 方 策

教育課程

〇楽しく学校に通っている生徒は増加している。

〇コロナ禍の影響もあり、保護者が来校する機会が

大幅に減ったこともあり、「学校は保護者の願いに答

えている」との回答が唯一75％（他と平均すると80％

越えするが）と他の項目に比べ低い。 4

○各行事、全校集会、HP、学校だより等で、生徒・

保護者に本校の教育について意識してもらえるよう

にしてきた。コロナ禍という現状もあり、保護者に対

し、直接的なかかわりが制限されている難しさがある

が、方法を工夫し、現在の取り組みを継続すると共

に、繰り返し広報活動に取り組むことが必要と考え

る。

○　『自立』のあるべき姿の理解が教員、生徒、保護

者とその理解がまちまちである状況が見て取れる。

その問題に向き合いながら、地域・家庭とともに共有

し、そのために今何が必要かを見つめ直し、地域・家

庭とともに連携・協働しながら社会に開かれた教育

課程を目指す。
②教育課程の編成 4

教科指導

①個に応じた指導

○生徒の回答として「授業が分かりやすく楽しい

（81％）」「先生は教え方にいろいろな工夫をしてい

る。（95％）」と高評価である。コロナ禍の中でも学習

形態を工夫したり、電子黒板・タブレット等のICTを積

極的に導入したりできていた。

○保護者の回答としては、学習指導に関して60～

67％と評価が低く、生徒の評価と真逆な結果が出て

いる。

○　生徒の評価で、「先生へ質問しやすい」の項目が

例年低く、68％になっている。大規模な学習会を今年

は実施できなかったことも影響している。

3

4

○学習に関しての意識の低さをどう改善していくか

が最大の課題である。授業の質を向上させる取り組

みと平行し、生徒の学習意欲を高め家庭学習をどう

充実させていくかが鍵である。

○小学校低学年から、学習内容がわからず中学校

の難しい学習内容に耐えられない生徒も多くおり、簡

単に諦めてしまう生徒がいるのも事実である。その

ような生徒にいかに学びの楽しさやわかる喜びを味

わえるようにするかが課題である。

○RSTの活用とその視点に立った授業実践の推進

○ユニバーサルデザイン的な授業の工夫（ICTの活

用・実物やモデルの活用・座席配置の工夫など）

〇少人数指導の充実

〇学習コンテストを活用したドリル学習の支援

○教科相談・自主学習タイムの在り方を見直しより

実効あるものにする。

②評価 4

○ボランティア活動、福祉体験など学校教育全体を

通した道徳教育がコロナ禍により、実践できなかっ

た。次年度は単純に中止することなく、実施方法を

探り、形や方法を変えながら実践し、心の教育の充

実に結びつけたい。

○道徳の授業を核とした道徳教育という点では、教

職員の意識を高める必要があり研修機会を持ちた

い。

○道徳教育推進教師を中心として、重点項目の精

選、別葉の見直しなどを行い、指導の充実に努め

る。

〇道徳の教科化に伴い、考え議論する道徳の授業

や評価の在り方について教職員間で研修を深める

場を設定する。学級力アンケートの活用により、議

論できる集団作りという観点で研修を積みたい。

特別活動

○限られた行事だったが、時期や規模を工夫し、コロ

ナ禍の中実践できた。保護者・生徒共に好評価を得

ている。

○保護者アンケート全体の中でも「子どもたちの積

極的な行事参加」が95％と１番高い。

○学級活動や職業シンポジウム等での指導もあり、

生徒アンケート「先生は将来の進路や生き方につい

て教えてくれる」が99％と高評価である。それに対し、

職業シンポジウムの規模縮小の影響か、保護者は

71％と開きがある。

○生徒たちはコロナ禍の中であっても前向きに学校

行事に取り組めた。制限や時間短縮等で理不尽な

思いをしたと思うが各行事での生徒の表情が明る

かった。1つ1つの活動で成長しているのがうかがえ

る。今後とも生徒の成長につながるようねらいを明

確にして取り組む必要がある。

〇各種行事等における生徒の活躍の場とリーダー

の育成、ひいては自立にむけての教師の支援のあ

り方等について年度当初また、行事の度に共通理解

を図る必要がある。

○昨年に引き続き、生徒の主体的な活動、活躍の場

を設定し、成功体験に結びつくような行事づくりのた

めにも、職員会議等で行事の目的や教職員の役割

分担など綿密に計画し、子どもの成長の視点でとら

えなおす。

○コロナ禍における行事の精選を継続させ、かつ膨

れ上がった教育課程を多忙化解消の視点で精選す

る視点で総合的に行事のスリム化を進める。

道徳教育

○毎時間の道徳の授業の取り組みにより、保護者・

生徒共に９割を大きく上回る好評価を得ている。

○教員アンケートの「年間計画に基づき道徳の時間

の充実を図っている」という項目において他の項目に

比べ低い。

生徒指導

○昨年、今年と２年連続で教職員の半数が変わり、

保護者からも指導方針が変わったこと等に関する不

満が若干あり、生徒のアンケート結果はすべて９割

越えをしているが、保護者アンケート結果は各項目で

７割～９割とばらつきがある。

○生徒指導委員会の持ち方を改善し、企画委員会と

内容をしっかり分け実施したことにより、生徒指導に

特化した内容で情報交換や相談ができるようになっ

た。

4

○担任を始めとして各教員が、生活アンケートや教

育相談の実施の他、随時、生徒の悩みに寄り添い、

支援してきた。長期欠席する生徒もなく、前向きな気

持ちで登校している生徒が多い。

○大きな事故、ケガは発生していないが、廊下を走

る生徒がいたり、歩道いっぱいに広がり登校する生

徒がいたり、更なる呼びかけや指導が必要である。

○スマホ、インターネット、ＳＮＳ等については、講演

会を始め、新入生説明会や他の集会等でも話題とし

て取り上げ、指導に力を入れてきた。

○２年間において大半の教職員が変わったので、生

徒指導全般について、随時共通理解を図りながら進

めていく。特に教育目標「自立」の達成にむけての指

導のあり方については年度当初に時間をかけて確

認する。

○相談しやすい環境作りをする。学校だより等で情

報を発信し、地域･家庭に開かれた生徒指導に努め

たい。

○学校だよりやホームページなどで積極的に情報を

発信した成果が十分に見られる。

○教員一人一人が担当する業務が多く、負担感が

多かったと推測される。生徒数減による教員数の減

少、昨年から続いた大幅な教員の異動等の影響が

大きかった。

○教職員の多忙化解消については多面的なアプ

ローチにより、取り組みをすすめていく必要がある。

○人員の配置については、町教育委員会に支援を

いただく。また、校内の努力事項としては、校務分掌

の適材適所化、負担の均等化を図り、教職員の能

力が発揮できる状況を作ることに力を入れていく。

○GIGA構想、校務のデジタル化が進む中で更なる

セキュリティ強化、教員・生徒のリテラシーの向上を

図る取り組みが不可欠である。

組織運営・情

報管理

○保護者、生徒共にかなり高い評価が得られた。コロナ禍の中で

何かと心配事が多い中ではあるが一定の理解が得られていると

考えられる。

○教職員アンケートでは、この２年間で大幅にメンバーが変わっ

たこともあり、「校務分掌の不明確・不均衡感」を感じた者がおり

67％と低評価になった。

○教職員間の協力体制については、生徒から94％と高い評価を

得ている。

○個人情報の保護についても、ホームページへの生徒氏名の掲

載などに細心の注意を払い個人が特定されないように配慮して

きた。

4

保護者・地域

との連携

○生徒の活躍、学校の活動の様子などを学校だより

やホームページで積極的に情報を発信するにより、

すべての項目でかなり高い評価を得られた。

○コロナ禍によるPTA活動の中止、制限があり、教員

の地域活動の参加という点で最低評価の50％とな

り、保護者アンケート結果もこの項目中最低の74％

となった。

3

○コロナ禍にあっても学校運営協議会が計画的に

機能しており、連携・協働が難しい昨今の状況では

あるが、つながりが保てている。

○ホームページや学校だよりでの情報発信により、

保護者、地域との連携や信頼関係構築に効果が上

がっているものと考えられる。

○コロナ禍の中ではあるが、コミュニティースクール

の機能を最大限に発揮し、開かれた学校、開かれた

教育課程の実現のためにも、学校運営協議会の改

善、地域の教育力・人材活用など、積極的な取り組

みを更に進めたい。

アンケート結果の肯定的意見が概ね８０％以上を４、６０％以上８０％未満を３、４０％以上６０％未満を２、４０％未満を１とする。

○本年度から保護者アンケートを紙媒体からe-メッセージを活用し完全デジタル化した。どの端末から回答があったか管理者でも把握できない形で配信すると通知したため、より忌憚のない回
答になった。紙媒体での回収でも匿名性はあったが、提出のタイミングや書体等である程度、記入者の特定ができるため、保護者も完全な匿名ではないことをふまえて回答していたと思われ
る。全体的に評価としてはおよそ１０％ダウンした項目が多かった。
○学校目標の４項目「真理・博愛・健康・貢献」の達成状況について本校独自にアンケートを採ったところ、＜真理…進んで学習し真理の美しさを追究するする生徒＞が、生徒76％（昨年比 ＋
7）保護者51％（－24）で保護者の評価が大幅に下がった。他の３項目については、生徒が８割、保護者及び教職員は７～８割の達成状況がうかがえた。保護者・教職員の「学習面」に関する
項目が５割台と比較的低い結果だった原因として考えることは、家庭における学習状況や主体的な学習に関して課題があるものと思われる。特に休校期間で自学が要求される時間が長かっ
たこと、保護者が学校を訪問し授業の様子等を見る機会が大幅に失われたこと等も影響していると考えられる。次年度へむけて、更なる家庭との連携を図り、家庭学習が充実するよう生活改善
へむけての支援、指導を強化していきたい。
○　ノーディズプレイ運動の取組については、例年の結果と同様まだまだ評価が低い傾向にある。生徒自身の意識を高めると共に、家庭と連携した継続した取組が必要である。

○営繕・修理の必要な部分が生じている現状ではあ

るが、随時、町教委に依頼し改善できる部分につい

ては改善してもらっている。

○休校中の時間を活用し、長年整理できていなかっ

た図書室やPC室、倉庫内の不要物等の撤去・廃

棄・整理ができた。

○優先事項を吟味し、営繕要望を伝え計画的な環

境改善に努めたい。

○ICT機器の導入が急速に進んだ中、有効に活用で

きるよう管理し、運用していきたい。

○教科教室型の施設を有効に活用するという視点と

コロナ禍の感染防止対策とのバランスを取りつつ、

状況に応じて柔軟に施設を活用していきたい。

②教育環境の整備 4

項目の評定については、生徒、保護者、教師のアンケート結果等から判断し評価する

 （ ４：達成されている　３：ほぼ達成されている　　２：あまり達成されていない　　１:達成されていない）

施設・設備

○学校の老朽化に伴い、生徒・保護者共に80％と他

の項目に比べ評価が少し低い。

4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度学校評価実施に伴う保護者からの意見と学校の見解

生
活
指
導

肯
定
意
見

学校の見解

・子供たちが楽しく学校生活がおくれたらよい。

・子供たちにはのびのびと楽しい学校生活を送ってほしい。

・本校には長期間学校を休むいわゆる不登校生徒がおりません。家庭での教育力の充実、先駆的なコミュニティースクールの推進（地域の力）などの要因がなせる業

かと考えています。しかしながら、個々の生徒に目をむければ、悩みを抱えていたり、学校に行くのに前向きな気持ちになれなかったりといろいろな問題を抱えつつもが

んばって学校生活を送っている生徒がいるのも事実です。生徒自身の自尊感情を高めつつ、よりよい集団づくりを今後も推進していきます。

・もっと学力を上げて欲しい。

・目的に向かって努力することの大切さを身につけてほしい。

・短答式の回答では学習に関する要望・願いが多かったです。次年度へむけてさらに「分かる授業・一人残さず学べる授業」を目指し、授業改善の努力を続けてまいりま

す。また、次年度は学習の基礎となる漢字、計算、英単語に関する学習コンテスト（仮称）を計画的に実施し、全校をあげて生徒たちに基礎が身に着くよう支援していき

ます。

・勉強のやり方、苦手なところの取り組み方、などを教えて頂きた

い。

・塾に行かなくても、成績が上がるような指導をしていただきたいで

す。

・一人一人に合った学習の仕方を教えてほしい。

・できる子に対しては、適切な指導ができていると思うが、できない

子に対しては、適切な指導がされているとは思えない。

・上記のとおりまずは、授業改善の努力を続けます。また、今年度三春町で推進しているGIGAスクール構想によって設備が整った「電子黒板」「生徒用タブレット」等の

ICTを最大活用し、さらなる「分かる授業・一人残さず学べる授業」を推進します。

・岩江中生徒の課題として、授業外で質問に来る生徒が非常に少ないという問題があります。もちろん、教員側としては、わからない問題を気軽に質問できるよう普段か

ら生徒とのコミュニケーションを図るとともに、放課後の学習タイムやサポートティーチャーの学習会も十分に活用しつつ体制を整えたいです。また、生徒側の学習意欲

を喚起し、分からないことをそのままにしない、自ら動いて解決する学習態度が身に着くよう指導していきます。

・みんなと切磋琢磨してお互いに教え合える環境を作っていただき

たい。

・現在、文部科学省が推進している施策としているのは、まさに「協働して学ぶ」ことでご要望の内容に合致します。岩江中の生徒は、小学校での指導の成果もあり、グ

ループで学んだり、教え合ったりする活動が比較的活発にできます。その強みを更に生かして、今後も学習の「質」の向上を図っていきます。

・積極的、発言の多い生徒にはやはり指導等熱心になるのはある

かと思いますが、中々発言もできない生徒もいます、そういう生徒

は必然的に目立たないので指導…となると全ての生徒に行き届い

てるというかといえばそこは難しいのかなとは思います。

・本年度、三春町教育委員会が行っている施策として「学校教育アドバイザー訪問」という取り組みがあります。この取り組みは麻布教育研究所の先生を講師として招い

て各校の授業実践や研究協議会へ対して専門的なアドバイスをするというものです。今年度、特に研修機会が多かったのは「授業中の生徒の見取り」に関することで

す。ご指摘のように発言が多い生徒は目立ちますし、当然教師の関心を引き付けることになります。しかし、今年特に研修で繰り返し私たちが学んでいることはむしろ授

業中、声を発することのない側の生徒の見取りです。一見、何も学んでいないように見える生徒でもしっかりと思考し、学習が立派に成立していることが往々にしてあり

ます。そういった生徒の学びに教師が気づき、寄り添えるスキルを磨く研修を多く積んできています。ご指摘の問題を解決できるよう心掛けてまいります。

・お互いに尊重しあえる友達関係であってほしい。

・団体生活の中で自分の個性を発揮して学習できる学校にしてほし

い。

・人との繋がり、関わりの大切さを教えてくれる環境であってほし

い。

・友達関係、望ましい集団に関する保護者のご意見が多かった点も本校の特徴だと考えております。

・幼少期から同一集団で生活していることで良い面もあれば悪い面もあります。道徳の授業における心の育成、望ましい集団活動を目指す学級活動、心身の成長を目

指す部活動、協力して達成感を得る学校行事や生徒会活動等、あらゆる場面が生徒の自尊感情や所属感を高めるチャンスとして、望ましい人間関係が構築できるよう

支援してまいります。

・感染防止対策も　引き続き宜しくお願いします。 ・コロナ禍の中、感染拡大を懸念して教育活動を規制することと、教育活動を充実させることが、相反し葛藤することが多く続いています。コロナ感染に対する意識も保

護者によって異なります。目まぐるしく変わる状況の中で柔軟性をもちながら、その都度最良と考えられる対策を講じ学校教育を推進してまいります。

進
路
面

・集団生活の中で社会性や協調性を育ててほしい。

・気持ちいい挨拶の仕方、人の気持ちを考える力、将来的にどうした

いかを考える想像力など身につけられたら嬉しいです。

・自分の進路に向けての勉学の指導や、社会のルールやマナーを

学び、クラス活動や学校行事、部活動を通して、他人との関わり方

や思いやりの心を育み、楽しく活動する場であることを望みます。

・自己啓発の能力を伸ばして欲しい。

・引き続き、発達段階に応じたキャリア教育の充実を図り、コミュニケーションスキルを含めた人間関係形成能力、キャリアプランニング能力などの将来必要となる力の

育成と共に進路目標の設定に向けた働きかけを保護者の方と連携を図りながら進めてまいります。

・コロナ感染状況を鑑みながら、職業調べや職場体験、町内における福祉をはじめとした各種ボランティア活動など形を変えながら実施する方策を練り、また、職業シン

ポジウムなど実社会で働く人々の生き方にふれることにより、望ましいい勤労観・職業観を育て、将来への希望や進路意識や目的意識を高めてまいります。

・予算等あるとは思いますが、施設面で体育館が暗いと思うので、

ライト何とかならないかなと。

・町にも毎年要望しております。町としても体育館で使用されている水銀灯は今後使用できなくなりますので、LED化にむけて準備を進めているところです。また、毎年ご

指摘を受けている教室等の照明ですが、全部一気に新しいものに変えることが予算的に不可能です。毎年８～１０カ所程度優先箇所を決めて学校配当予算の中で修

繕しております。特殊な蛍光管を使用している箇所もあり、交換するのにも既に蛍光管自体、生産を中止しているものもあります。

・地域に開かれた学校経営。具体的には、生徒の身体と心の健全

な成長と、学力の向上に向けて、町教育委員会の面接を合格した

方が先生と保護者と連携し、先生の補助をするような制度を導入

し、持続可能な学校運営を実現することです。

・学校運営協議会の中でも教員組織（人事）に関してご要望をいただいております。町会計から学習を支援している介助員、内部作業員、外部作業員の雇用がありま

す。また、今年度は県費でスクールサポートスタッフ（消毒作業等）、サポートティーチャーが教育活動に関わっております。

･教員数は生徒数に応じて法律で定められております。その他、例外的に様々な補充のシステムがあります。最大限活用できるように要望していきます。

授
業

授業中学習内容と関係のない話をして授業が進まない先生がいる

と聞いています。迅速に改善願います。

・学習面での項目でも触れましたが、生徒にとって分かりやすい授業を提供するのが教師の務めです。ご指摘を真摯に受け止め改善が図れるよう指導してまいります。

また、研究授業に限らず管理職が日常的に授業の様子を見ておりますので、今後、良好な授業の進め方になるよう指導を続けていきます。

・パワハラや部活の指導強制などがなく楽しんでやれる部活にして

ほしい。

・服務倫理委員会でもコーチングマインドについての研修、言葉による体罰の絶無等確認を繰り返しております。大会、コンクール等の成果を求めていきたいと考える生

徒や指導者がいることも事実です。勝利至上主義になってしまえばパワハラや体罰が起きやすい部活動運営になりがちです。「楽しく活動させること」と「試合やコン

クール等で充実感を与えること」が共存できるよう指導のスキルを上げていけるよう努力します。

・部活動の数が少ないこと、特設部活動の活動が少ないこと、

人数が少ないなりに子供達がさまざまな競技を体験できる機会を

作ってほしいです。また、部活動では競技の技術だけではなく、挨

拶や礼儀を重んじてご指導頂きたいです。

・生徒数も１００人程度で数年間推移していきます。部活動数と生徒数のバランスからも現在、どの部活もぎりぎりの人数、また人数に達していない状況で部活動を運営

しています。また、今年度はコロナ禍もあり特設陸上、駅伝、合唱等、活動が中止になったり大幅な制限の中実施したりしました。コロナ禍ではありますが、活動の充実

ということも大切にしながら、ご要望に応えられるよう様々な活動機会を与え、生徒たちが人間的な成長が遂げられるよう支援してまいります。

・同じ町内の中学校と比べて、施設や活動内容に劣ると感じます。

例えば、部活動の練習時間や内容など。子供達の成長にも影響が

あると感じます。

・施設面の差は学校規模や経過年数によって差が出てしまうのは致し方がないです（岩江中が開校したばかりのころは他校におりましたが、この施設が非常にうらやま

しかったです）。練習時間に関しては、国の指針に則り定められた平日と休日の活動時間で活動しております。その範囲内でコロナ感染状況を鑑み、実施してきました。

指針以上の時間で練習している強豪校や、部活動外の活動としてクラブチームに登録し、更に時間をかけて活動しているチームも実際にあります。しかし、それは本来

のあるべき姿ではありませんし、それで大会で優秀な成績を収めたとしてもあまり価値がないことだと思います。

・活動内容に関しては指導者として改善の余地が大いにありますので真摯に受け止め、充実した部活動になるよう努めてまいります。

・部活で、顧問になる方は経験者を配置してほしいです。難しい場

合は、学校から外部コーチを雇う等の早めの対応をお願いします。

・練習メニューを子どもたちが決めていて、意見の相違などで関係

が悪くなっています。どの程度把握しているのか。

・すべての部活動で専門性の高いコーチングを受けることができればいいですが、それは難しいです。もちろん部活動指導を充実させるために顧問として指導力を向上

させる努力を続けなければならないとは考えております。実際に部活動が休みの日に別チームの練習に参加し、コーチングの知識を高める努力をしていたり、その競技

の指導DVDを自腹で購入し勉強していたりしています。教員の人事配置は部活動では決定しません。もちろん専門性の高い教員がチームを率いている例もあります

が、基本的に「学習指導」が業務です。ご存知かと思いますが、部活動は業務ではありません。管理職が顧問をお願いし、協力してもらっている活動です。

・練習メニューが充実するよう競技の知識・コーチング技術の向上にむけての努力を続けていきます。部員同士の意識の相違によるいざこざなどもにアンテナを高くして

よりよい関係性が築けるよう助言してまいります。

・コロナ禍で大会や部活が制限されてる中、12月の朝練ってどうか

と思います。風邪で熱が出たら病院かかるのも大変な時期なんで

す。ただやらせないでと言ってる訳ではなく、そうなったら親も大変

なんでその辺は前年通りで無くても良いのでは。

・制限すべきという意見があれば、もっと活動させてほしいという意見があるのも事実です。確かに感染が拡大しつつあった１２月初旬から活動が始まりましたので、「な

ぜこのタイミングで…」とご批判されるのももっともです。全国各地で部活動におけるクラスターが発生しておりますが、状況を分析し感染しやすい活動とそうでない活動

が分かってきました。朝、校庭での２０程度のランニングは比較的感染リスクの低い「陸上競技」に分類できます。また、これまで季節性インフルエンザの感染でも朝練

に参加しているメンバーで広がることは少ないです。むしろ密閉空間で長時間会話をする活動、ボールに直接手でふれてやりとりする競技、選手同士が直接触れ合う競

技はコロナ感染リスクが高く、これまでの季節性インフルエンザでも感染が広がりやすい活動でした。

・まず、今年度は火・木曜日の週２回に限定して朝練習を開始しています。体調確認を徹底して行いたいと思います。また、コロナ感染拡大の状況をふまえ時には停

止、中止、再開のタイミングを図りながら運営していきます。

生
徒
指
導

・ちゃんと、生徒の話を聞いて欲しい。子供と向き合ってほしい。

・学校生活の中で仲間と先生とのコミニュケーションが楽しくはかれ

る場としてあるのが願いです｡

・子供の意見にきちんと傾聴して頂きたい。

・一人一人に平等に接して欲しい。

・人によって偏った指導(注意)があるようだ。男女公平に指導してほ

しい。

・最初の項目にあった「自立」の支援の問題にもかかわりますが、頭ごなしな管理的指導をすることは本校のコンセプトに反します。

・学校は生徒一人一人に対して公平でなければなりませんし、話す口調や言葉、接する態度で受け取る側に不快感や不信感がもたれることはあってはなりません。昨

年度に引き続き、個に応じた配慮の仕方(合理的配慮)について教職員研修を行いました。本校の教育理念である「生徒一人ひとりを大切にした教育」の充実に努め、一

人ひとりの個性や特性に応じた対応ができるようにしてまいります。すべての生徒が、目標に向かって授業や部活動に生き生きと取り組み、成就感や達成感を味わい、

次の目標に向かえるような支援を行っていくとともに、生徒と生徒、生徒と教師が互いを認め合えるような関係を今後とも作っていきたいと考えています。

教

育

支

援

・学校→保護者→学校への提出物などの徹底した生徒への指導

や、学校生活での身の回りの自己管理など、注意が必要な生徒へ

の配慮があまりされていない。

・教育支援委員会でも整理整頓が難しい生徒、提出物をしっかりと出せない生徒に関しては、個別に支援方法を考え、対策を講じています。次年度にむけて試験的に教

科ごとに教具を入れるファイルを準備し、協力してもらえる生徒には実際に使用してもらいその効果について検討していきます。その効果をふまえ、次年度予算化する

かどうか、どのように支援していくか等、検討していきます。また、整理整頓や提出物の管理等はご家庭での指導も必要になってきますので、ご家庭での声掛けもよろし

くお願いします。

ア

ン

ケ
ー

ト

・何年も前と同じようなテンプレートをそのまま使用しているように見

受けられますが、気のせいでしょうか？とても答えにくいです。親で

はなく、子どもたちに直接同じようなことをアンケートされたらよろし

いのではないかと思います。子どもたちの率直な意見を取り入れて

下さい。

・三春町で指定しているテンプレートなので基本的にはどの小中学校も同じものでやっています。最後の４つの項目（教育目標に関するもの）は、岩江中バーションに

なっていますが、保護者むけ、生徒むけ、学校運営協議会むけ、教員むけの共通シートがあります。

・ご指摘のとおり、保護者のみなさまには答えにくい（またはそもそもわからない）項目があります。町教頭会でも話題となり、次年度へむけて一定の項目の削除を町教

育委員会に要望し、改善される見込みです。また、答えにくい質問に関しては無回答でも構いません。ご指摘ありがとうございます。

情
報

・スマホ持込禁止。 ・スマホを使用しながらの学習が、学習者の集中力を下げ、有効に活用しているように見えて実は学習効果を下げているという科学的根拠があると研究されております。

文部科学省の指針を守り、次年度も今年度同様の方針で指導していきます。

登
下
校

通学路（北山）の、街灯が少ないし暗いです。今の時期だと車で通

るとき、危険だと思うことがあるし、子供も歩かせるのが不安です。

指定のカバンもなく、反射板が付いていない子が多いので、指定の

カバンがあればいいと思います。下校時間に歩いてみましたが、怖

いと感じました。妹もいるので、安全に下校するために改善してほし

いです。

・街頭の設置に関しては町教委に依頼し、行政に働きかけてもらえるようにします。

・反射板に関しては、毎年、町防犯協会から生徒に腕やかばんにつけられる反射板を贈呈しています。また、入学時に反射板がついているキーフォルダーも配られてい

ますので活用してほしいです。

・指定カバンについては、全国的に指定カバンから個別購入のリュックに代わっている流れがあります。理由としてカバン自体が重く、大きく不便であること。文部科学省

からも教具を学校に置きある程度、カバンの重さを軽減させるよう指導があったこと、経済的に困窮している家庭もあるので費用を抑えること　などが影響していると思い

ます。以上の理由で、カバンについてこのままでいきたいと思います

学
校
へ
の
願
い

施
設
・
設
備

部
活
動

そ
の
他

（
自
由
記
述

）

要
望
・
改
善

＜自立面＞

・主に部活動、親にたよらずに自分で行くところ。部活を始めてから自分で準備するなど自主的な行動が見られるようになった。・全体的に生徒主体で活動させているところ。例えば、チャイムがないところ。・週報、時間割だけでなく様々な予定を見る事で、スケジュー

ル全体を捉えられるようになるように思う。・細かい準備は生徒の自主性に任せている所。・今年の文化祭の３年生の盛り上がりを見て感じた。・教科ごとに、自分で確認して、教室を移動して学習するところ。・チャイムがなく、生徒自身に次に何をしたら良いか考え計

画を立てて行動させること。・学校生活、行事、部活動など子供たちが自ら率先して物事を進め、それを先生方がサポートできるような環境だと思う。・文化祭の発表内容など生徒の意見を考慮し、また先生の参加への声かけにも応えて一緒に活動してくれる。

＜学習面＞

・子供の相談事に丁寧に答えて指導している・生徒に適宜声かけをしている。

＜生活面＞

・学校行事等で各自に役割分担を与え、考え協力して成し遂げる事で成長につながっていると思う。・係り活動など、積極的に取り組ませている。

・幼稚園、小中学校が連携して子供達の事を考えて下さっている事に感謝申し上げます。

保護者からの意見

要
望
・
改
善

生
活
面

学
習
面

安

心

で

き

る

環

境

・自立した生活を学校の指導からはあまり感じない。

・生徒の自立を目指してほしい。

・その子の良さ、個性、積極性、自立心を伸ばしてほしい。

・自立と言うわりには、先生方が決めてしまう事が多い。生徒の話を

聞くのは大変だが、1度聞いて、いろいろな意見を聞いてほしい。

・生徒自ら考えさせる場を持たせてみても良いのではないか？

・学級活動、委員会活動，生徒会活動，など生徒の自主性で活動

内容を考えさせても良いのでは？

・教育目標である『自立』について多くのご意見やご要望をいただきました。それだけ保護者の皆さんも大切に考えてくださっていることだということが分かりますので是

非、職員で問題を共有し、改善に努めていきます。

・昨年度、今年と多くの教員が人事異動で入れ替わりました。校則がない学校、教科教室型の学校等、岩江中学校は他の学校にはない多くの特徴を持っている学校で

す。教育目標「自立」に関しても、その理念の理解と指導方法についての研修機会はありましたが、まだまだ不十分であることは否めません。同一歩調で支援できるよう

今後も教育目標が目指す理念を教員間で共有し、生徒の自立にむけてあるべき支援の形を模索していきたいと考えています。

・昨年１２月に岩江小学校において行われた学校運営協議会において、地域の方からご指摘を受けた内容について触れます。「中学生の登下校について自動車による

送り迎えが多くないか」ということです。遠方から登校している場合は別として、小学生が歩いて登校している同じような距離を中学生が登校するのに送迎に頼っている

例が多いです。それは、「自立」と言えるのかどうかという問題でした。これは「自立」の達成にむけての１例に過ぎませんが、このような1つひとつの行動や行事運営、学

習指導に至る教育活動をしっかりと見直していくことも大事だと考えております。


